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代表弁護士　井口　博（第二東京弁護士会所属）

来年度狛江市内に事務所開設予定

東京ゆまにて法律事務所東京ゆまにて法律事務所
狛江駅から成城学園前駅まで３分・駅南口から徒歩１分

世田谷区成城2-40-5ヴェルドミール成城901号

☎03-3416-4371☎03-3416-4371
（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）（平日9：30～17：30※土・日・祝日休業）
ホームページ

▲

http://yumanite.jimdo.com/

●代表弁護士は元大阪地裁判事。前司法試験考査委員●成城で事務所開設10
年。所属弁護士3名。市民相談900件以上●相続・遺言・後見を中心に、離婚・不動
産・金銭貸借・雇用・多重債務などあらゆる法律問題の相談をお受けします●法律
相談は初回（30分）無料。夜間・休日の相談はお電話で。

郵便局6カ所に絵手紙シール
大型の絵手紙で魅力をＰＲ

狛江市内の6カ所の郵便局に絵手
紙シールが展示され、訪れる人達の
人気を集めている。
展示されているのは東野川、西野
川、狛江駅前、中和泉、岩戸南、和
泉多摩川駅前の各郵便局。ロビーや
入口、ポストなどに防水加工を施した
大型の絵手紙を掲示した。
絵手紙は「絵手紙発祥の地－狛江」
実行委員会の委員達が各局の希望に
応じて創作した。

東野川郵便局（口岩洋伸局長）
の作品（写真）は、同局を普段利
用している絵手紙作家の小池邦夫
さんが担当、大きな富士山の絵に
「一杯の水が人を生き返らせるよう
に　一通の手紙が人を生き返らせ
る」という言葉が添えられている。
絵手紙シールは、絵手紙の魅力

を伝えるとともに、お店のPRに役立
てようと平成25年度から市内の商店
や事業所に展示され、好評を呼んで
いる。そうしたなかで、絵手紙に関
係の深い郵便局もぜひ参加しようと
東野川郵便局の口岩局長が呼びかけ

て実現した。口岩
局長は「お客様に
も好評で、絵手
紙の魅力をたくさ
んの人に知っても

らうきっかけにしたいです」と話してい
る。
【訂正】153号の「つなげよう音楽
の架け橋」の記事中、岩戸地域セン
ターには通信カラオケはありませんで
した。おわびして訂正します。
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サヤインゲンは、インゲ
ン豆を若いうちに収穫して
サヤごと食べることからこ
の名がある。旬は6月から
9月で、和食や洋食、中華
などさまざまな料理に利用
されている。
市内で栽培している農家
は多くないが、中和泉の飯
田孝さん(60)方では、つ
るなし種とつるあり種を
各約150株、モロッコイン
ゲン約70株を栽培し、直売
している。
つるなし種の場合、3月

下旬に種子を
まいてビニー
ルハウスで育て、4
月下旬に畑に移植
し、霜除けの
ネットをか
ぶせ

て栽
培。5月下

旬から6月中旬
にかけて収穫する。つ

るあり種とモロッコ
インゲンは、つる
なし種より10日
ほど遅れて栽培
を始め、6月下
旬から7月中旬
に収穫する。
飯田さん方は

16代続く農
家で、主に野

菜を栽培し、約30
年前まで市場へ出荷
してきた。孝さんは
会社員だったが、父
の武夫さんが高齢に
なったため、39歳で
会社を退職して本格

的に農業を
始めた。現
在は約10
㌃の農地で
タケノコ、トマト、キュウリ、
枝豆、ネギ、大根など季節
の野菜約40種を栽培し直売
している。

孝さんは「売
る野菜がなくな
らないように、
作付け時期をず
らしながら、少
しずつ出荷でき
るように栽培し
ています」と話
している。飯田さん

旬菜菜サヤインゲン
インゲン豆の若いさやを食用に　3種類を栽培

狛江三叉路近くの世田谷通り沿いに
ある「吟ぎら亭」は、和洋中のジャンル
にとらわれない多彩な創作料理を銘酒
を飲みながら楽しめる居酒屋。
店主の鈴木正博さん（65）が、洋食、
懐石料理、ホテルのバーなど、さまざ
まな飲食店で働いた経験と技術を生か
すとともに、吟醸酒をおいしく味わって
もらおうと29年前に現在の店の近くに
開店、17年前に現在地に移転した。

四季折々の旬の魚や野菜を使い、和
洋中のさまざまな技法を駆使した創作
料理のメニューの多くは、その日仕入れ
た素材によって変わる。人気のメニュー
は、エビ、イカ、三つ葉を使った「か
き揚げ」（900円・価格は税別）、カニ
と豆腐、野菜などをスープ仕立てにし
た「カニと豆腐の野菜あんかけ」（950
円）、刺身盛り合わせ（2,000円）、季
節の野菜やアボカドのバラエティーサラ

ダ（850円）、季
節の野菜をオーブ

ンで焼いた「いろいろ野菜のチ
ーズ焼き」（750円）など。居
酒屋だが、旬の素材の持ち味
を生かしたやさしい味わいで、
女性や家族連れの客も多い。
国内産の食材にこだわり、ド

レッシングやいため油も手作り
するなど、調味料にもこだわり
をみせる。店名の由来である
吟醸酒にこだわり、珍しい日本

酒の品揃えにも力を入れている。
カウンターとテーブル合わせて約20
席の店は妻の玉美さんが接客を担当、
くつろいだ家庭的な雰
囲気が好評。鈴木さんは
「年齢を問わず喜んで
もらえる料理をそろえて
います。酒と料理をゆっ
たりと楽しんでいただき
たいです」と話している。

☎3488-8455　東和泉1-5-9　営業＝午
後5時30分～10時15分（ラストオーダ
ー）、月曜・第2・第3日曜休み

居酒屋

吟ぎら亭
狛江通り

世田谷通り

吟ぎら亭

狛江三叉路

コンビニ

鈴木さん

和洋中の技法生かした創作料理

ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン プレフェス・ア・コマエ

13,000人が音楽の祭典楽しむ

「ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジ
ャポン（LFJ） プレフェス・ア・コマ
エ」が4月23日・24日に開催され、
期間中に主催者発表で13,000人
（23日6,000人、24日7,000人）
が訪れ、クラシックをはじめ、さま
ざまなジャンルの音楽イベントや屋台村を楽しんだ。
このイベントは、５月3～5日に催された日本最大級のクラ

シック音楽祭「ラ・フォル・ジュルネ・オ・
ジャポン」（LFJ）のプレイベントとして狛
江市では初めて開催されたもの。
エコルマホールでは23日に狛江市ゆか
りの作曲家三木 稔（故人）さんの作品
の演奏をはじめ、狛江市ゆかりの音楽家

などが出演、クラシック
に加え邦楽の演奏も行
われ、訪れた人たちは
熱心に耳を傾けていた。

24日はLFJ
本編に出演
するクラシックアーティストによる公演を中心に行
われ、イベントの最後にはヴァイオリニストのオリ
ヴィエ・シャルリエさんとピアニストのルイス=フェ
ルナンド・ペレスさんが見事な演奏を披露、ホー

ルを埋めた聴衆は大きな拍手を送っていた。
狛江駅北口交通広場（Kiosk）ではLFJのキオスクコンサ
ートやエリアコンサートに出演するアマチュア団体を含む演奏
が行われたほか、緑の三角ひろば（こまえ屋台村）でも、多
彩な演奏が披露され、道行く人も足を止めて聴き入っていた。
また、「こまえ屋台村」には市内の11の飲食店などが出店、
店の前に長い列ができるなど、人気を
集めていた。

シャルリエさんとペレスさんの演奏

キオスクコンサート

能も上演


